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研究概要
成長ホルモン分泌不全症は日本における指定難病の一つであり、種 の々要因により発症し、小児から成人まで幅広い年齢

層が罹患している。現在、本疾患治療の主体は成長ホルモンの注射であるものの、正常なホルモンバランスの維持のため多

くの製剤でほぼ毎日の皮下注射が必要であり、侵襲性およびその利便性の改善が求められている。

これまでに代表研究者らの研究室では、独自に開発した吸収促進剤である膜透過ペプチド固定化ヒアルロン酸の併用が

マウスにおいて成長ホルモンの経鼻吸収を飛躍的に促進することを見出してきた。一方、既存の吸収促進剤であるサルカプ

ロザートナトリウムは成長ホルモンの有意な吸収促進作用を示さなかった。これらのことから、本ヒアルロン酸誘導体は既存

の吸収促進剤では実現不可能な成長ホルモンの経鼻吸収を可能にすることが示唆された。

本研究では、成長ホルモン分泌不全モデル動物による検討を通じて、膜透過ペプチド固定化ヒアルロン酸を用いた成長

ホルモンの非侵襲的投与が同疾患治療に資するものであるかを見極めることを目的とする。
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